










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































54年3月,『 新潟県 の人 口移動一
昭 和53年 新潟県人 口移動調査結 果
報 告』p.34か ら作成。なお,人 口
動 態は昭和52年10月 か ら53年10月
ま でのものであ る。
天
第3表 六 日町の年齢(10歳 階級)別 推計人 口(昭和
53年10月1日 現在)
年齢階級 人 口 構 成 比年齢階級 人 口















































































































































































































































分 類 不 能151-1-一{-1-13・10 .2
合 計1・3,・741・ ・o.・}・3,393・ ・o.・14,426・ ・o.o・4;235・ ・0.・





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































資料;「 朝 日新聞」,昭 和55年6月24日 付か ら作成。 なお,第3区 の 自民党3は 当
選後の追加公認1を 含む。 この数字 は,昭 和55年6月22日 執行(第36回 総選
挙),衆 院選 のものであ る。
第6表 新潟県における県議会 ・市議会・町村議会の党派別構成








































































資料;県 議会は 「新潟県議会議 員名簿」(昭 和54年5月17日 現在)か ら作成。 市議



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 三 区 全 体
























小林 進(社 会 党)
田中 角栄(無 所 属)
渡辺ひでお(自 民 党)
片桐 政美(民 社 党)
高田 がん(無 所 属)
古川 久(公 明 党)
村山 達雄(自 民 党)
三宅 正一(社 会 党)
真貝 秀二(共 産 党)
大野 市郎(自 民 党)
第 三 区 全 体





















六 日 町 」





























































「年度別 ・選挙 別候補者 の得

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































社 会 党 中条 敏 巳
長 田 茂 山本 真佃
革新クラブ
(山 本)
高 村 達 雄
青 木 一 夫
(中 条)(長 田)
(田 中)西 野 重 ヲミ
角 谷 健 林 宗 平
　一 保
＼
自民クラブ 〒慧正 会 系}大 塚 文 一
厩攣 蠶 孝募懃鷺
L1崎竺 コ躡潔 葵素「禰
田 中 角 栄
共 産 党 高野九一郎 南 雲 寅 雄 杉 田 大 三 長 嘉 松















6名} 鷹票 評響 轣]
L遯__萱_.笠 原 清 喜
※注()内 は再掲 者で あ る。
資料:六 日町 議会場 の座席 表 か ら作成 。 ただ し、越 山会系 ・山紫会系 ・渡辺 ひで お系 の議 員
につ いて は住 民 か らの聴 き取 りによ る。 昭和52年4月17日 執 行六 日町議 会議員 一般選
挙 当選 者 を もとに作 成 。
桜井 新













































































































































































































































































































































































































































































































































































































資料;第9表 と同 じ。()内 は内数であ る。
(
一
四
七
一
)
、
公
明
党
三
・
○
%
(
四
五
三
)
、
共
産
党
三
・
四
%
(
五
{
○
)
、
無
所
属
八
三
・
七
%
(
=
一
四
八
一
)
で
あ
る
像
そ
の
う
ち
、
全
得
票
数
か
ら
み
て
革
新
ク
ラ
ブ
は
三
〇
・
三
%
(
四
四
七
〇
)
、
新
政
ク
ラ
ブ
は
二
二
・
六
%
(
三
六
五
)
三
、
自
民
ク
ラ
ブ
は
四
四
・
一
%
(
六
五
七
一
)
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
全
得
票
数
か
ら
み
て
、
自
民
ク
ラ
ブ
は
越
山
会
系
二
五
・
○
%
(
三
七
三
五
)
、
山
紫
会
系
一
五
・
七
%
(
二
三
四
〇
)、
渡
辺
ひ
で
お
系
三
・
三
%
(
四
九
八
)
に
分
か
れ
る
。
こ
こ
で
越
山
会
田
中
角
栄
と
六
日
町
議
会
と
の
関
係
を
み
て
み
た
い
。
越
山
会
は
六
日
町
議
会
八
名
の
議
員
を
も
ち
、
得
票
数
の
二
五
%
を
得
て
い
る
。
こ
の
越
山
会
議
員
の
優
位
は
新
潟
県
人
の
県
民
性
、
裏
日
本
・
雪
国
と
い
う
地
理
的
環
境
、
お
よ
び
田
中
角
栄
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
い
う
主
た
る
三
つ
の
要
因
の
組
合
せ
か
ら
く
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
新
潟
県
人
の
性
格
は
一
言
で
言
え
ば
粘
り
強
　
く
、
勤
勉
だ
が
、
地
味
。
し
か
し
き
わ
め
て
実
利
的
だ
と
い
う
面
を
持
っ
て
い
る
」
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
実
利
性
と
物
理
的
生
活
環
境
(道
路
、
鉄
道
な
ど
)
の
整
備
を
期
待
す
る
気
持
ち
が
越
山
会
田
中
角
栄
と
結
び
つ
く
の
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
、
新
潟
第
三
区
に
あ
　
る
三
三
市
町
村
の
う
ち
一
二
の
市
町
村
長
も
越
山
会
系
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
お
わ
り
に
本
稿
で
は
地
方
議
会
の
党
・
会
派
別
構
成
に
つ
い
て
越
山
会
や
一
新
会
所
属
議
員
の
数
字
の
上
だ
け
の
こ
と
し
か
扱
え
な
か
っ
た
が
、
あ
る
程
度
の
派
閥
構
成
が
把
握
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
だ
が
、
こ
の
試
み
は
必
ず
し
も
成
功
し
た
と
は
い
え
な
い
。
つ
ま
り
、
党
・
会
派
別
構
成
を
派
閥
と
し
て
み
よ
う
と
す
る
か
ぎ
り
は
、
地
域
社
会
や
地
方
議
会
と
い
う
公
共
、
公
的
な
社
会
的
な
場
に
お
い
て
、
な
ん
ら
か
の
社
会
的
資
源
を
獲
得
し
た
り
、
擁
護
し
た
り
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
非
公
的
・
非
公
認
の
集
団
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
今
少
し
時
間
と
資
料
の
収
集
を
要
す
る
。
地
方
議
会
の
派
閥
構
成
に
つ
い
て
の
覚
書
一
四
七
仏
教
大
学
研
究
紀
要
通
巻
六
十
六
号
一
四
八
註①
「
朝
日
新
聞
」
、
昭
和
五
十
五
年
六
月
二
十
日
付
。
②
同
右
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
十
日
付
。
③
同
右
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
二
十
四
日
付
。
④
「新
潟
県
議
会
議
員
名
簿
」
(
昭
和
五
十
四
年
五
月
十
七
目
現
在
)
。
⑤
新
潟
日
報
社
、
一
九
八
一
年
一
〇
月
、
『新
潟
県
年
鑑
I
l
一
九
八
ご
年
版
』
か
ら
算
出
。
⑥
同
右
。
⑦
西
平
重
喜
、
一
九
七
二
、
『
日
本
の
選
挙
』
、
至
誠
堂
、
一
九
四
ー
七
頁
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
昭
和
二
十
ニ
ー
三
十
八
年
の
間
、
九
〇
%
を
前
後
し
て
い
る
。
⑧
「
朝
日
新
聞
」
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
十
日
付
。
⑨
資
料
は
新
潟
県
選
挙
管
理
委
員
会
、
新
潟
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
、
「
市
町
村
別
・
党
派
別
得
票
数
一
覧
表
」
、
「
選
挙
区
別
.
市
町
村
別
候
補
者
得
票
数
一
覧
表
」
、
「
投
票
状
況
の
確
定
速
報
集
計
表
」
な
ど
。
な
お
、
昭
和
四
十
六
年
四
月
十
一
日
執
行
の
市
町
村
別
.
党
派
別
、
お
よ
び
市
町
村
別
候
補
者
の
資
料
は
入
手
で
き
な
か
っ
た
。
⑩
越
山
会
の
言
い
分
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
田
中
先
生
は
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
の
被
告
の
身
で
あ
り
、
苦
し
い
時
で
あ
る
。
こ
の
困
っ
た
時
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
越
山
会
は
先
生
を
助
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
恩
に
報
い
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
時
に
、
先
生
に
と
っ
て
不
利
に
な
る
よ
う
な
行
動
を
と
る
桜
井
は
許
せ
な
い
(
あ
る
越
山
会
幹
部
の
こ
と
ぽ
)
。
そ
れ
に
対
し
て
、
一
新
会
の
言
い
分
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
一
新
会
は
表
立
っ
て
越
山
会
田
中
角
栄
を
決
し
て
批
判
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
越
山
会
か
ら
の
批
判
に
対
し
て
受
身
的
で
あ
る
。
新
潟
第
三
区
で
は
「
田
中
候
補
批
判
派
を
、
一
般
有
権
者
か
ら
探
し
出
す
の
は
、
む
ず
か
し
い
。
圧
倒
的
な
『
田
中
人
気
』
の
前
に
、
共
産
党
を
除
く
各
候
補
者
も
正
面
切
っ
て
の
批
判
を
さ
し
控
え
る
選
挙
風
土
な
の
だ
」
(
朝
日
新
聞
、
昭
和
五
十
四
年
九
月
二
十
四
日
付
)
。
た
だ
、
越
山
会
田
中
角
栄
に
対
す
る
批
判
ら
し
き
も
の
は
、
田
中
が
真
の
地
元
代
表
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
田
中
が
雪
の
新
潟
に
住
ん
で
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「魚
沼
か
ら
代
議
士
を
だ
そ
う
」
が
、
一
新
会
の
ス
ロ
1
ガ
ソ
で
あ
る
。
桜
井
新
が
県
議
を
辞
任
し
て
衆
皖
に
立
候
補
し
た
の
舷
、
三
躯
の
前
自
民
党
代
議
士
大
野
市
邸
と
の
撲
触
で
あ
る
と
地
元
で
は
い
わ
九
て
魅
る
。
⑪
祖
父
江
孝
男
、
一
九
七
一
、
『
県
民
性
-
文
化
人
類
学
的
考
察
』
、
中
公
新
書
、
=
二
八
-
九
頁
。
⑫
越
山
会
田
中
角
栄
の
内
容
、
お
よ
び
市
町
村
長
と
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
読
み
も
の
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
桜
井
善
作
、
一
九
七
七
、
『
新
潟
3
区
i
た
っ
た
ひ
と
り
の
市
民
運
動
ノ
ー
ト
か
ら
』
、
一
九
七
九
、
『
続
新
潟
3
区
-
今
こ
そ
市
民
運
動
の
波
を
』
、
主
婦
の
友
出
版
サ
ー
ビ
ス
セ
ソ
タ
ー
。
小
林
吉
弥
、
一
九
七
九
、
『
実
録
・
越
山
会
』
、
双
葉
社
。
佐
木
隆
三
、
一
九
八
一
、
『
越
山
田
中
角
栄
』
、
徳
間
文
庫
な
ど
。地
方
議
会
の
派
閣
構
成
範
つ
い
て
の
覚
書
一
泗
九

